




















・対象児：K市内の幼稚園　 5 歳児　A： 4 月生まれ、B： 7 月生まれ、C：11月生まれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　D： 2 月生まれ、E： 9 月生まれ、F：12月生まれ
　　　　　　　　　　　　　　　　＊対象児に対する記録については保護者から同意をいただいている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　所属機関から承認済みである。
・観察期間：平成 4 年 4 月～平成 5 年 3 月
・観察場面：観察は自由遊びの場面をとりあげた。
・観察方法：保育者が介入しない子ども同士の遊び場面を原則とした。短時間見本法を用い保育場面にお










































































とする。（図 5 ・ 6 ）
　以上のことから対人関係を図式化してみると、次のようになる。








































● 4 ～ 5 名のグループ仲間で遊んでいるが、 1 名が中心に会話を進めていく。
 
 




● 5 ～ 6 名のグループ仲間で遊んでいるが、 1 名が中心に会話を進めながらも
周りの子どもたちが自分の主張をしていく。





● 2 つのグループに分かれ、それぞれの中心となる子どもを中心に 2 ～ 3
名の友達の間で、対応した会話が見られる。
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　以上自由な会話の内容・特徴の資料（図 1 ～ 6 ）から対人関係の発達を見ていくことにする。今回の
研究仮設として、ピアジェの会話の型式である「集団的独り言」に視点を当て、幼稚園年長児の 5 ～ 6
歳児の会話の言葉をとらえていく。この集団的独り言は幼児の会話の出発点となるものであることが言わ
図5　気の合う仲間での話題内容がぶれない会話
















れている。稲垣（1985）が、仮説の発達段階は 2 歳～ 6 ・ 7 歳という広い年齢幅があり、ここではクラ
ス担任である 5 ・ 6 歳児に絞ってみていく。
　本研究は、 5 歳児 1 年間の発達プロセスの中で、会話の言葉の内容の特徴から子ども同士の仲間関係
とがどのように変化していくかを見てきた。エピソード16項目から対人関係を図式化したことによって次
のようなことが明らかになった。図 1 では進級・新入園という環境下では見知っている子と 4 歳児との
仲間関係の有無によって遊び集団が異なってくる。そのため一対一で会話ができる子とそうでない子では
会話の様子が変わってくる。声をかけられても関係性が薄い子だと独り言を言いながらかわそうとしてい
ることが分かった。次に図 2 のように 6 月中旬ころになると会話の型式が 2 者関係が中心となる。同じ
場にいる集団でも仲間関係が成立している間柄で言えることである。図 3 から夏休みを経験した 9 月の
子どもたちは退行現象することなく、 7 月の人間関係を維持しながら深まりも見られるようになる。エピ
ソード⑨のように「違うよ。そこは〇〇だよ」と会話の中でも遠慮せずに反対の思いを伝えることができ
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